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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
IGES生物多様性と森林領域の高橋です。
まずは井上さん、石井さん、COP16の成果を総括する大変分かりやすいご発表、ありがとうございました。大変勉強になりました。
私もCOP16には後半に合流し、政府代表団に入れて頂いてお手伝いしてきました。
ここでは、そこで私が担当させて頂いた議題、GBF実施における科学技術ニーズ、ならびに生物多様性と気候変動の成果について、井上さん、石井さんのご発表を補足する形で解説致します。
この科学技術ニーズの議題にも関連しますが、IPBES総会第11回会合、IPBESイレブンがちょうど１週間後に始まります。
IPBESの認知度は、CBDに比べて高くありませんが、CBD-COPの議論や決定におけるIPBESの重要度が年々増しています。
私の発表では、その関係について重点的に解説したいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、IPBESの成果がどのように国内で活用されているのかについて、この横軸に示した科学と政策・実践とのつながり、そして縦軸に示した国際と国内の関係の視点から、お話したいと思います。

今日お越し頂いている多くの方がご存知だと思いますが、昆明・モントリオール生物多様性枠組、GBF、等は、2019年発表のIPBES地球規模評価を始めとする、
科学的知見を重要なベースに策定されています。
ただし、IPBESは一方向に知見を提供するだけでなく、アセスメントのテーマ選定などにおいて、CBDをはじめとする国際協定の決定に基づく要請を考慮して、
ニーズのあるテーマについてアセスメントを実施します。そのため矢印は双方向になっています。

各国による生物多様性国家戦略、NBSAPの策定、実施とモニタリングが、GBF実施の中心手段で、
日本では、直近では2023年3月に改訂されています。いわずもがな、GBFに基づいて改定、IPBESのこれまでの成果も広く取り込んで策定されています。

日本では、IPBESやGBF等の、国際的な枠組や科学成果のみに依ることなく、日本独自の国別評価、JBOを実施しています。
このJBOにおいても、IPBESの成果は多く引用されていて、JBOの評価枠組にも、IPBESの概念枠組が使われています。

更には、日本版の国別アセスメントに情報提供するための基礎研究も戦略的に実施されています。
こうした研究も、IPBESの概念枠組を参照したり、IPBESによって特定されたナレッジ・ギャップを埋めるべく設計され、
こうした基礎研究の成果として発表される英語論文も、IPBES評価に多く引用されています。

IPBESは政策だけでなく、民間企業の実践にも深くつながっています。
国家戦略の基本戦略３、ネイチャーポジティブ経済の実現、は、民間の取組推進にかんするものです。
これにも深く関連していますが、企業の自然関連情報開示の枠組みを提供するTNFD開示提案は、IPBESの成果を広く活用しています。

このように、国際・国内の政策と実践のあらゆる側面において、IPBESは重要な根拠情報を提供しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テキストの色分けの説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テキストの色分けの説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこまでお話した所で、予告編です。
ちょうど１週間後に、IPBES総会第11回会合、IPBESイレブンが開会します。
その議題のサブスタンスがこちら。
ネクサスは生物多様性主流化、社会変革アセスメントはKMGBF達成に向けた革新的行動のあり方に向けて、
第2次グローバルアセスは、CBDのグローバルレポートとポスト2030年枠組の基盤を提供するものとして、今後のCBD交渉に非常に影響の大きいものになることが想定される。
IPCC連携に関しては、事務局がマンデート上の制約からできることが限られている中で、メンバー国が連盟を組んで動き始めている。この交渉の成果も注目。
成果の直接的な有用性、注目度だけでなく、今後のCBD等の国際プロセスへの活用、波及について一気通貫で見ていくことが非常に重要です。
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プレゼンテーションのノート
そこまでお話した所で、予告編です。
ちょうど１週間後に、IPBES総会第11回会合、IPBESイレブンが開会します。
その議題のサブスタンスがこちら。
ネクサスは生物多様性主流化、社会変革アセスメントはKMGBF達成に向けた革新的行動のあり方に向けて、
第2次グローバルアセスは、CBDのグローバルレポートとポスト2030年枠組の基盤を提供するものとして、今後のCBD交渉に非常に影響の大きいものになることが想定される。
IPCC連携に関しては、事務局がマンデート上の制約からできることが限られている中で、メンバー国が連盟を組んで動き始めている。この交渉の成果も注目。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこまでお話した所で、予告編です。
ちょうど１週間後に、IPBES総会第11回会合、IPBESイレブンが開会します。
その議題のサブスタンスがこちら。
ネクサスは生物多様性主流化、社会変革アセスメントはKMGBF達成に向けた革新的行動のあり方に向けて、
第2次グローバルアセスは、CBDのグローバルレポートとポスト2030年枠組の基盤を提供するものとして、今後のCBD交渉に非常に影響の大きいものになることが想定される。
IPCC連携に関しては、事務局がマンデート上の制約からできることが限られている中で、メンバー国が連盟を組んで動き始めている。この交渉の成果も注目。
成果の直接的な有用性、注目度だけでなく、今後のCBD等の国際プロセスへの活用、波及について一気通貫で見ていくことが非常に重要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、関連する直近の予定について告知させて頂きます。

https://iges-jp.zoom.us/webinar/register/WN_kfPYKLYYSxyxcFhMKcU1NA
https://www.ipbes.net/nexus/media-release
https://www.ipbes.net/transformative-change/media-release
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